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Abstract

The purposc of this study was to comparc 2 diffcrcnt typcs of ball,a futsal and a socccr

ban. I Ict a futsal ball and soccer ban drop from a height of 2■1, and recordcd thern with a

video camera.The sutteCtS Werc boys bctwcen 10-12 ycars old.The suttects Werc d市 ided

into 2 teams, for a Five―a―side gamc. A total of 15 boys participatcd and thc games wcre

recorded and analyzed by a video movcmcnt systcm。

勁 c rcsults show that thcrc was morc tiban in air tilnc‖with thc soccer ball than with the

futsal baH. There wcrc also morc control IIlistakes and passing nlistakcs with thc socccr baH

than with thc futsal ball. 勁 cse results show that a futsal ban is casicr to control than a

soccer ban.

【はじめに】

民間のフットサル場の人気と共に、フットサルの

技術や戦術の向上が望まれている。

フットサルポールは、ポールの中に弾みを押さえ

るためにウレタンやスポンジなどが詰められている。

そのため中空のサッカーボールとは性質的に異なる。

同じプレーヤーがフットサルとサッカーを楽しむ

日本のプレー環境では、フットサルを楽しむ場合、

ローバウンドの特性を理解しプレーすることが特に

しているかといつた比較研究を行つたものは見あた

らない。

この研究の目的は、フットサルポールとサッカー

ボールのポールの弾みの違いが、ゲームにどのよう

な影響をおよぼすかを、ポールの弾みに注目して実

験的に解明しようと試みたものである。

【研究方法】

1)対 象

空気圧0。6/cm2
Ball name  重量 g   外周 cm
Futsal

Soccer

被験者は、表-2に示した地域フットポールクラブ

に所属する小学 5年生と6年生であり、彼らは過去

2年以上一週間に2回 フットサルとサッカーを2時

必要である。この事はフットサルの技術や戦術の可    日本サッカー協会検定フットサル少年用ポール(以
′
能性を広げるばかりでなく、サッカーの技術や戦術   下フットサルボール)及 び4号 サッカーボール (以

の発展にも大きく貢献するものと考える。特に日本   下サツカーボール)を 表-1に示した。見かけ上は、

の少年サッカー環境における、ポールコントロール   殆ど同じ大きさ同じ重さのポールであった。

技術習得のために費やす時間は膨大なものがある。

このコントロール技術習得のために費やす時間を短

縮 し、ゲーム中に、より多くの情報のもとで、より

適切な判断を行わせたい。これが現場の指導者の夢

である。技術習得の有効な練習にスモールサイズ ・

サッカーによるポールタッチの有効性を上げている

ものは多くみられる1)5)9)10)12)13)14)15)16)。しかしな

がらポールの弾みの違いがゲームにどのように影響

表-1 実験ポール
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表-2 被験者リス ト

No.Initial 年齢  身長 cm 体重 腋

平均
標準偏差

144。2     37.7

7。4    5。4

間程度楽しんでいる15名 であつた。

実験環境は、木製フローリング床の体育館であつ

た。弾み測定時の室内温度は摂氏19度、ゲーム実施

時は摂氏16度であつた。ポールの弾み及びゲームの

記録は、CCD―TR705・ビデオカセットレコーダーHi8(ソ

ニー社製)にて記録した。ポールの空気圧は、PRESSU

RE GAUGE(Mikasa社製)にて測定した。ポールの重量

は、デジタルクッキングスケール(タニタ社製)にて

計測した。ボールの外周は、SAGA 2m巻 き尺を用い

た。ポールの自然落下装置は自作した。分析に使用

した機器及びソフトウエアは、ビデオ動作解析シス

テム ・Frame―DIAS(電気計測販売社製)、及びビデオ

カセットレコーダー OW―BWl(SONY社製)であつた。

2)ポ ールの測定

フットサル競技規則 第2条、ポールの項において

「ポールは2メー トルの高さから自然落下させたとき、

最初のパウンドが55cm以上65cm以下の範囲ではね返

るものでなければならない」とある16)。そこで高さ

2mか らフットサルとサツカーの各ポール表-1を自然

落下させ、弾みをビデオカセットレコーダー (以下

ビデオカメラ)に て記録し測定した。

日本フットサル連盟15)によるとフットサルのポー

ルとして 「サッカーボールの空気圧を少なくして使

用しても良い」とある。そこでポールの空気圧を、0。

8kgw/cm2からOe3kgw/cm2まで0.lkgw/Cm2ずっ抜きな

がら重量、外周を計測し、この時の最初のパウンド

2m

90cm

20m

図-1 弾み測定見取り図

を、ビデオカメラにて1秒間30コマで記録した。これ

をビデオ動作解析システム Frame―DIASに て解析し

た。ポールの座標は、ポールの下端でポール移動の

中心位置を座標入力した。

3)実 験

フットサルとサツカーのポールの空気圧を0.6kgw/

cm2にして図-2のようなビッチを体育館に作成しゲー

ムを実際に行わせた。これをビデオカメラにて連続

記録 した。

ビッチは体育館に図-2のように作 り、フットサル

競技規則によるゲームをフットサルボール、サツカ

28nl

図-2 ビッチ配置図

―ボールで15分間を交互に各2回行わせた。ゲーム時

間は トータルで1時間、2種類のポール共ゲーム時間

は各々30分間であつた。
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競技時間はレフリーによるランニングタイムとし、

ポールは2個ずつ用意し、Jリ ーグのマルチポールシ

ステム同様にアウトオブプレーの時間を短くするよ

う配慮した。

チームは15名をほぼ同程度のチームカになるよう

に日頃のコーチが2チームに分けた。Aチ ーム7名、

Bチ ーム8名の構成で、ゲームは各チーム5名で行つ

た。交代はいつでも何回でも自由にして良いという

条件で、交代時については特に指示をしないでチー

ムのキヤプテンに任せた。ゴールキーパーは両チー

ム固定してプレーさせた。

これらのグームを、ビデオカメラにて、ビッチの

ゴール後ろのステージから連続記録 した。験者はボ

ールが中心に写るようワイド、ズーム、コントロー

ルを手動操作 してポールとプレーヤーが常に写るよ

うにした。

3)統 計処理

ポールの弾み等のデータは全て Exce1 95に 入力

し統計処理を行つた。

ゲーム分析は、ビデオ動作解析システムのフレー

ムカウンター及びスローモーション、ス トップ、巻

き戻し機能を利用しながら分析表に記入する方法で

集計した。この方法はデズモンド・モリス3)、磯川

6)らのグーム分析方法と同様に、5分間隔で区切 り、

5分間当たりについて統計処理を行つた。

フットサルボールとサッカーボールとの比較をす

るために、ゲーム分析は、使用ポールごとに得点、

アウトオブプレー、空中にあるボールについて以下

のように集計した。

アウトオブプレーはポールがビッチ外に出てしま

つたり、ファウルにおいて、得点を除いてゲームが

中断された回数をカウントした。

パスの回数については、ポールがパスされて同じ

チームのプレーヤーに渡つたときに 1回 とカウント

した。キックインからのポールが成功したときも同

じようにカウントした。また危険な状態から逃れる

(クリア)ポ ールを蹴つた時も、そのポールが味方

につながった場合は、パスとしてカウントした。

空中のポールは、プレーヤーの腰より高く上った

回数及び時間を、ビデオ解析装置のフレームカウン
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ターの30分の1秒単位から100分の1秒単位に換算し

た。いずれもこの空中にあるポールの判定は、ほぼ

腰の高さより高く上がったポールであるが、そのポ

ールが足、又はゴールキーパーの手を離れたときか

ら計測した。またポールがプレーされないで弾んだ

状態の時は2バウンドまでを計測した。ただし連続し

てプレーされた時、例えばヘディングでの連続、ポ

ールが弾んでプレーしているとき、第3バウンドの前

までに、もう一度腰の高さより高く浮いたときは計

測を止めないで連続時間として計測 し、空中にある

ボールのカウントは、連続した状態を1回とした。シ

ュー トやパスで腰より低いポールについては、空中

にあっても計測しなかった。低いポールで蹴られた

ポールが相手チームの足に当たって空中に上がった

ポールは、当った後に足からポールが離れた時点か

ら計測を開始した。ゴールキーパーについては、完

全にキャッチした所まで計測した。またアンダース

ローで腰より低いポールでパスした場合は、計測し

なかった。

【結果及び考察】

1。ポールの弾みの比較

弾み高は、フットサルポールとサッカーボール間

には、構造上の違いがあり、t検定において、0.1%

水準で有意な差を示した。

フットサルポールとサッカーボールの空気圧を変

化させたときの重量と外周の結果は、共に、空気圧0。

8kgw/cm 2の時が最高で0.3kgw/cm 2の時が最低であ

り、その差は重量で3g、外周は0。5mmの減少であつた。

これらは各ポールの重量、外周共に1%弱の変化であ

った。

ポールの空気圧は低くすることにより、弾み高に

も影響を与える。空気圧と弾み高の関係は図-3に示

すように、フットサルポールは空気圧で0。5kgw/cm2

から0.7kgw/cm2の間は、比較的安定した弾み高を示

した。ポールメーカーの推奨する空気圧はサッカー

ボールで0.6～0。8kgw/cm2、フットサルボールで0。4

～0。6kgw/cm2でぁり、この間では弾みはほぼ一定で

あつた。

またポールの空気圧を調整することで多少弾みを
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図-3 空気圧と弾み

押さえることはできるが、両ポールの間には、図-3

に示すように弾み高に大きな差があり、サッカーボ

ールの空気圧を低くすることでフットサルゲームの

使用ポールの代用としてはふさわしくない状況であ

った。

空気圧0.6kgw/cm2のそれぞれのポールを2mの高さ

から自然落下させた時の最初の弾みが、フツトサル

ポールは66cmだ ったのに対して、サッカーボールは

120cmと約2倍の弾みを示した。2mからの自然落下か

らの弾み率は、サッカーで60%、 フットサルで33%

となった。この事はフットサルボールが2m程 度弾ん

だポールでも3バウンドロには、止まった状態になる

ことで、プレーヤーにとっては予測動作や、ポール

のコースに入ることが容易になることを予想させる

ものである。これらのポールを、30分の1秒間隔で記

録したものを、その時間軸にそって軌跡を表したも

のが図-4の弾みの軌跡である。

サツカーボールに対してフットサルポールは、最

初の弾みが約半分、2回目の弾みは高さで約3分の1で

あり、次の弾みまでの時間差で0。13秒、3回目の弾み

までの時間差で0.38秒であつた。

このことからもポールがビッチに弾んだり、足や

身体に当たる度にポールスピー ドは、フットサルボ

C IIl
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80

40

0。0 0。 7 1.3 2.0 2,7 3.3

時  間      Sec

図-4 弾みの軌跡

―ルの方がサッカーボールに比較して、減速 しやす

く、コントロールが容易であることが予想できる。

2。ゲームの比較

弾みの異なるポールが、ゲームにどのように影響

するか。分けられたチームによる得点は表-3に 示

すように、チーム間の総得点は、Aチ ーム8点、Bチ

ーム10点であつたが、両チームの得点及びシユー ト

数には、有意な差は見られなかった。チーム間にお

ける得点能力には、差はなくコーチが分けたチーム

は、ほぼ同程度のチームカであったと考えられる。

また表-4の ようにフットサルポールとサッカーボー

表-3 チームの得点

Ball Fut Soc Fut Soc tt AV SD t― valuc
A―team   l

B―team   2

14282 2

1    4    3   10   2.5  1.67  0.522

注)AV:平 均値,  SD:標 準偏差

表-4 得点経過

Time 5 1 0  1 5  2 0  2 5  3 0計 AV SD t一value

Futsa1 1

Soccer 0

1   1   2   3   3  11  1.8  0.97

1   1   2  2   1   7  1.2  0.57 1.319

注)AV:平 均値,  SD:標 準偏差

ル間での得点に関する有意な差も見られなかった。

しかしながらゲーム分析によるポール間での比較

においては、フットサルボールに比較 してサッカー

一

Soccer4

-Futsal」
r
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ポールがアウトオブプレーになりやすく、5分間隔で

集計したアウトオブプレーの回数は、サッカーボー

ルの方が多く、表-5のように1%水 準で有意な差がみ

られた。この事からこのビッチサイズでは、サッカ

ーボールはアウトオブプレーになりやすく、より厳

しいコントロール技術が必要であり、少年のグーム

としては楽しさを半減してしまうことも考えられる。

表-5 0ut of play;Nooof times/5mins。

Tine  5 10 15 20 25 30 計 AV  SD t― value
Futsa1 12  13  12  10  10  12  69  11.5  1.22

Soccer 18  15  13  13  18  17  94  15。7  2.34    3。87ネネ

注)AV:平 均値, SD:標 準偏差, ネ拿:P<0.01

パスの成功率を高 くするためには、グラウンダー

によるパスが空中のパスより失敗が少ないことが知

られている。この事からボールが空中 (3次 元)に

ある回数や時間についてフットサルポールとサッカ

ーボールについて比較 したものが表-6、表-7である。

表T6BaH in air timel Nooof tines/5mins.
T i n e _二 lo 15 2 0  2 5  3 0  計 AV Sp t _ v a l u e

Futsa1  8  13  13  11  15  13  73  12.2  5。77
Soccer  16  18  14  12  21  24  105  17.5  19.9   2.58

注)AV:平 均値, SD:標 準偏差, ‡:P<0。05

表_7 Ball in air tine;total time(sec)
Tine   5    10    15 25    30    言十    AV   SD
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ることを考えると、ポールをグラウンダーで蹴るこ

との難しさを、あらためて感じると共に、少年達に

サッカーボールでフットサルを行わせたのでは、技

術の向上は望めないともいえよう。

%

60

3  4 6  9

回
パス連続回数

図-5 ゲーム中のパス連続回数

フットサルボールと、サッカーボールにおいての

パスの連続回数は、サッカーボールのパス連続回数0

回が55%、 1回が26%、 フットサルポールの0回が45

%、 1回が27%で あった。サッカーのパスの連続率は

磯川6)7)らの日本代表チームのパスの連続回数とほぼ

一致するものであつた。パスのつながらない回数は

サッカーボールが多かった。また3回4回とパスが連

続する回数は反対にフットサルポールのグームに多

くみられた。

これらのフツトサルポールによるパスの連続回数

と、サッカーボールによるパスの連続回数を重ねて

みたものが、図-5である。

パスの回数0から1回というのは、パスが連続 しな

いと言うことであり、このパスの連続回数が低いと

いうことは、ポールコントロールのミスが多いこと

が原因であり、ひいてはポールの弾みの大きさに帰

するところが大であると言つても過言ではない。

出

現

率

Fllt 19.45 16.92 18。23 14。49

Soc 41.11 39.9  38.42 33.35

26.5  29.18 124.8 20.8  5.76

44.75 44.53 242.1 40.34 4.25

t―value  6.69ホネホ

注)AV:平 均値, SD:標準偏差, ネネネIP<0.001

この空中にあった回数はトータル30分間のフット

サルボールによるゲームで73回、サッカーボールで1

05回と、いずれもサッカーボールの方が多くビッチ

上に弾んでいた。その差は有意水準5%で 有意な差を

示した。

ボールが空中にあった時間は、表-7に示すように

トータルでフットサルが、2分4秒77、サッカーが4分

2秒06、サッカーボールが0。1%水 準で有意に長かっ

た。このことはサッカーボールの弾みの性質が、ゲ

ームに大きく影響を与えている。また一般的に少年

サッカーのゲームでは、空中にあるポールを、足の

甲で蹴るインステップキックが、蹴 りやすく、弾ん

でいるポールは、特にコントロールするよりも蹴ら

れがちで、少年サッカーがついつい蹴 り合いのサッ

カーになる事をも裏付けるものである。

5分間当たり、サッカーボールで40秒間も空中にあ



【結  論】

1.ポールの弾みの比較

フットサルボールはサッカーボールに比して、約5

割の弾み率であり、弾まないことが特徴である。こ

の事は、サッカーボールに比較して、フットサルボ

ールは、ポールがビッチ上にある事が多くワンタッ

チコントロールを容易にし、狭いビッチでのプレー

を可能にしている。またサッカーボールの空気圧を

低くする事では弾みはそれほど変わらず、フツトサ

ルポールの代用にならないことが明らかとなった。

2。ゲームの比較

ゲームにおいてフットサルボールは、ローバウン

ドの影響で、サッカーボールに比較 して空中ではな

くビッチ上にコントロールされていた。またサッカ

ーボールと比較して、フットサルボールのパスの連

続回数は多く、パスミスは、サッカーボールより少

なかった。

以上のようにポールの弾みは、ポールコントロー

ルに影響を及ぼすばかりでなく、グラウンダーのポ

ールや、アウトオブプレー、パスの連続回数等にも

影響を与えていた。

フットサルポールがサッカーボールに比較 して、

パスミスが少ないという本研究の結果から、ポール

コントロール習得過程の少年達にとって、より高い

レベルのゲームを楽しむことができる可能性がある

ことを意味していると思われる。

【今後の課題】

1)本 研究において取 り上げた課題はフットサルボ

ールにおけるコントロールの有効性であつた。しか

しフットサルポールのキックの問題は、今回取 り上

げなかった。今後さらに検討しなければならない。

2)コ ントロール技術レベルとの関係や、ビッチサ

イズ、運動強度の問題などサッカーについてと同様

フットサルにおいても、この研究をしたことによっ

て、また新たに解明しなければならない問題が浮か

び上がってきた。
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